
古
代
東
北
に
沿
け
る
城
柵
と
郡
界
に
関
す
る
問
題

山

安

彦

田

古代東北における1剣町と郡界に関する問題

一
、
基
本
的
視
角

本
研
究
は
、

筆
者
が
従
来
か
ら
試
み
て
い
る
律
令
国
家
と
蝦
夷
と
の
漸
移
地
帯
に
お
け
る
地
域
構
造
の
推
移
に
関
す
る
研
究

T
〉
の
一

環
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
今
回
の
研
究
の
直
接
的
な
目
的
は
、
そ
の
漸
移
地
帯
に
お
い
て
、
律
令
国
家
の
東
北
開
発
の
拠
点
と
し
て
、
ま
た
、
対
夷
政

策
の
基
地
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
し
た
城
柵
の
政
治
的
行
政
的
管
理
範
囲
と
郡
界
と
の
関
係
の
一
端
を
究
明
す
る
こ
と
に
あ
る
。

そ
こ
で
、
そ
の
漸
移
地
帯
を
究
明
す
る
の
に
、
筆
者
は
次
の
観
点
に
立
脚
す
る
。
そ
れ
の
究
明
に
は
、
律
令
政
府
が
編
纂
し
た
文
献
や

記
録
し
た
文
書
に
よ
り
追
究
す
る
だ
け
で
な
く
、
も
し
あ
れ
ば
蝦
夷
に
よ
る
史
料
に
よ
っ
て
も
分
析
す
べ
き
で
あ
る
。
漸
移
地
帯
と
い
う

両
文
化
が
波
及
す
る
際
に
接
触

す
る
地
帯
を
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
両
者
の
史
料
か
ら
究
明
し
、
両
者
を
比
較
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
蝦
夷
に
よ
っ
て

の
は
別
稿
写
〉
に
お
い
て
詳
論
し
た
の
で
、
本
稿
で
は
重
複
を
避
け
る
た
め
に
、

要
点
の
み
を
記
す
と
、

31 

編
輯
さ
れ
、
記
録
さ
れ
た
古
文
献
・
古
文
書
は
存
在
し
な
い
し
、
ま
た
関
係
資
料
も
明
確
で
は
な
い
。
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従
来
ま
で
の
古
代
東
北
の
歴
史
地
理
は
、
律
令
国
家
体
制
側
の
史
料
解
釈
に
よ
っ
て
追
及
さ
れ
て
き
た
場
合
が
多
か
っ
た
が
、
漸
移
地

帯
の
研
究
で
は
、
そ
れ
で
は
客
観
性
が
稀
薄
に
な
る
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
蝦
夷
側
の
史
料
は
な
い
。
そ
れ
で
、
筆
者
は
従
前
か
ら
古
代

東
北
の
歴
史
地
理
研
究
(
1
u

に
は
、

地
表
面
に
遺
存
す
る
過
去
の
地
域
的
施
設
の
遺
構
や
遺
跡
と
古
代
地
域
と
の
関
係
を
主
と
し
て
分
析

材
料
に
取
り
上
げ
、
そ
れ
に
律
令
国
家
側
の
史
料
と
を
合
わ
せ
て
考
察
し
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
蝦
夷
に
よ
る
史
料
は
遺
存
し
な

い
の
で
、
蝦
夷
と
律
令
国
家
と
の
漸
移
地
帯
の
究
明
に
は
、
律
令
国
家
体
制
が
東
北
へ
渉
透
す
る
際
、
ど
の
よ
う
に
し
て
蝦
夷
地
を
律
令

国
家
体
制
内
に
編
入
し
た
か
、
そ
の
編
入
の
過
程
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
推
進
し
た
。

さ
ら
に
、
そ
れ
に
対
し
て
説
明
を
加
え
る
と
、
蝦
夷
や
蝦
夷
地
が
律
令
国
家
体
制
内
に
編
入
さ
れ
る
過
程
で
、
蝦
夷
や
蝦
夷
地
と
い
う

事
実
を
解
消
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
過
程
を
通
じ
て
蝦
夷
と
蝦
夷
地
の
構
造
を
究
め
、
蝦
夷
や
蝦
夷
地
が
日
本
の
歴
史
地
理
の
舞
台
に
果

し
た
役
割
を
究
め
た
い
(
2
1

こ
れ
が
筆
者
の
古
代
東
北
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
の
目
標
で
あ
る
。

ニ
、
問
題
の
所
在

る
す
〉
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

仙
台
平
野
の
北
部
、
大
崎
平
野
の
中
央
部
、
宮
城
県
遠
田
郡
田
尻
町
字
八
幡
・
小
松
が
天
平
五
柵
の
一
で
あ
る
新
田
柵
の
擬
定
地
で
あ

本
格
的
な
発
掘
調
査
は
ま
だ
実
施
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、

そ
の
場
に
お
け
る
城
柵
存
在
の
確
認
は
、

今
後
の
発
掘
調
査
に
ま
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

一
応
そ
の
擬
定
地
を
許
容
す
る
と
、
新
田
柵
に
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
重
要
な
遺

構
が
あ
る
。
そ
れ
は
新
田
柵
の
外
塁
線
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
新
田
柵
の
北
を
東
西
に
、
西
は
田
尻
町
字
「
天
狗
堂
山
」
付
近
の
北
隣

栗
原
郡
高
清
水
町
「
萱
刈
」
か
ら
東
方
の
田
尻
町
字
「
若
林
」
を
経
て
、
田
尻
町
東
部
字
「
蕪
栗
」
に
至
る
丘
陵
台
地
が
横
た
わ
る
。
こ

の
丘
陵
の
北
辺
の
裾
を
萱
刈
川
が
流
れ
、
そ
の
右
岸
に
沿
っ
て
陸
を
伴
な
う
土
塁
遺
構
が
東
西
方
向
に
八
粁
近
く
も
存
在
し
て
い
た
〈
4
u
と



い
わ
れ
る
。
そ
の
遺
構
は
新
田
柵
か
ら
北
一
、
七
粁
付
近
に
あ
り
、
域
柵
の
前
面
に
お
い
て
防
衛
す
る
た
め
の
外
塁
線
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
城
柵
外
塁
線
の
存
在
が
明
確
に
な
れ
ば
、
城
柵
の
性
格
や
機
能
を
理
解
す
る
の
に
重
要
な
役
割
を
果
し
て
く
れ
る
し
、
な

ぉ
、
歴
史
地
理
学
的
に
は
城
柵
と
周
辺
の
地
域
と
を
把
握
す
る
た
め
の
重
要
な
課
題
が
存
在
す
る
。

し
か
し
、
そ
の
外
塁
線
の
遺
構
は
、
積
極
的
に
保
存
維
持
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
自
然
崩
壊
が
甚
し
く
、
現
在
で
は
開
田
が
進
み
、
現

景
観
や
空
中
写
真
か
ら
の
確
認
は
容
易
で
は
な
い
。
そ
の
遺
構
が
明
確
で
な
く
、
確
認
し
え
な
か
っ
た
の
で
、
筆
者
は
田
尻
町
役
場
保
管

の
一
八
八
六
(
明
治
一
九
)
年
四
月
測
量
の
沼
部
(
現
田
尻
町
)
地
押
図
を
検
討
し
た
ハ
5
v
o

そ
の
う
ち
の
字
「
十
五
新
田
」

地
押
図
か

古代東北における城柵と郡界に関する問題

ら
、
萱
刈
川
右
岸
に
沿
う
狭
長
な
土
地
割
を
見
出
し
た
。
そ
の
土
地
割
の
部
分
の
当
時
の
地
目
は
山
林
、
あ
る
い
は
畑
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
狭
長
な
土
地
割
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
陸
や
土
塁
の
遺
構
で
あ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
可
能
性
は
高
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
新

田
柵
の
外
塁
線
の
存
在
を
推
察
し
う
る
一
つ
の
手
懸
か
り
と
な
っ
た
と
考
え
る
。
し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
、
開
田
や
道
路
改
修
が
進

み
、
明
治
中
期
の
景
観
、
す
な
わ
ち
地
押
図
に
現
れ
た
当
時
の
土
地
割
景
観
が
崩
壊
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
狭
長
な
土
地
割
の
立
面
景
観

は
把
握
さ
れ
え
な
い
。

な
お
、
こ
こ
に
注
意
す
べ
き
事
実
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
外
塁
線
遺
構
に
沿
っ
て
、
現
在
の
遠
田
郡
と
栗
原
郡
の
郡
界
が
走
し
っ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
過
去
に
新
田
柵
の
外
塁
線
が
設
置
さ
れ
て
い
た
の
で
、
後
世
に
そ
れ
が
郡
界
と
し
て
利
用
さ
れ
た
の
か
。

そ
れ
と

も
、
そ
れ
が
創
設
当
初
か
ら
新
田
柵
の
行
政
的
あ
る
い
は
政
治
的
管
理
範
囲
を
画
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
あ
る
い
は
、
そ
の
外
塁
線

が
城
柵
を
中
心
と
し
た
生
活
圏
域
の
辺
境
防
備
の
機
能
を
有
し
た
の
か
。
そ
う
で
は
な
く
単
な
る
城
柵
防
衛
の
前
哨
的
健
一
塁
で
あ
っ
た
の

か
。
そ
の
外
塁
線
の
機
能
を
究
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
城
柵
と
そ
の
周
囲
の
地
域
と
の
関
係
を
追
究
し
う
る
こ
と
に
な
る
ハ
6
3

33 
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三
、
新
田
柵
擬
定
地
の
検
討

天
平
五
柵
の
一
で
あ
る
新
田
柵
は
、
前
述
し
た
が
、

現
在
の
宮
城
県
遠
田
郡
田
尻
町
字
「
八
幡
」
付
近
に
擬
定
さ
れ
て
い
る
守
〉
O

" 、ー

の
付
近
か
ら
多
賀
城
式
の
重
弁
蓮
花
文
鐙
瓦
と
重
弧
文
字
瓦
が
発
見
さ
れ
た
の
で
、
比
定
の
根
拠
に
な
っ
た

?
u。
そ
れ
だ
け
の
証
拠
で
、

そ
の
場
を
新
田
柵
跡
に
擬
定
す
る
に
は
、
筆
者
と
し
て
は
そ
れ
の
同
意
に
踏
晴
晴
す
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
擬
定
地
の
周
辺
を
み
る
と
、
字

「
小
松
」
の
東
「
大
崎
八
幡
」
に
式
内
社
新
田
郡
小
松
神
社
が
鎮
座
し
て
い
た
宮
〉
と
い
わ
れ
る
。

し
か
し
、

一
方
で
は
、

下
総
国
香
取

郡
の
香
取
神
宮
に
子
松
神
が
あ
る
の
で
、
新
田
郡
子
松
神
社
は
そ
の
夜
間
社
で
あ
ろ
う
と
推
考
し
、
登
米
郡
新
田
村
大
字
新
田
に
鎮
座
し
て

い
た
と
も
伝
え
ら
れ
る
ハ
9
V
別
稿
お
)
に
お
い
て
詳
論
し
た
が
、
陸
奥
国
に
は
鹿
島
・
香
取
の
育
社
の
鎮
座
が
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
の
で
、

子
松
神
社
を
香
取
神
宮
の
育
社
で
あ
る
と
か
、
由
縁
が
あ
ろ
う
と
考
え
る
の
は
、
当
然
で
あ
ろ
う
。
古
代
の
新
田
郡
は
七
九
九
(
延
暦
一

八
)
年
に
讃
馬
郡
を
合
併
し
た
臼
)
。
「
倭
名
類
衆
抄
』
に
よ
る
と
、
新
田
郡
に
は
山
沼
・
貝
招
・
仲
村
・
余
戸
の
四
郷
が
あ
る
臼
〉
O

前
二

郷
は
、
後
世
に
「
佐
招
荘
」
と
な
る
ハ
お
な
こ
れ
が
讃
馬
郡
の
地
で
あ
ろ
う

ay
後
に
大
崎
氏
統
治
の
際
に
、

新
田
郡
は
栗
原
郡
に
併
合

さ
れ
た
白
)
0

し
か
し
、

一
八
七
人

(
明
治
一
一
)
年
九
月
に
、
栗
原
郡
の
佐
沼
(
旧
佐
沼
荘
H
山
沼
・
貝
招
H
明
治
前
期
は
南
方
・
北
方

の
二
村
)
と
新
田
(
古
代
の
余
戸
郷
の
土
地
で
あ
ろ
う
)

の
三
村
は
登
米
郡
に
移
轄
さ
れ
た
(
目
。

」
の
三
村
は
一
九
五
五

(
昭
和
三

O
)

年
四
月
に
合
併
し
て
迫
町
を
設
置
し
た
。
こ
の
よ
う
な
新
田
郡
の
変
遷
か
ら
み
て
、
旧
登
米
郡
新
田
村
大
字
新
田
に
新
田
郡
式
内
社
子
松

神
社
の
鎮
座
地
を
比
定
す
る
の
も
一
理
は
あ
る
。

『
宮
城
県
神
社
要
覧
』
に
よ
っ
て
も
、
迫
町
の
大
字
「
新
田
」
に
子
松
神
社
が
明
記
さ

れ
て
い
る
官
〉
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
は
廃
社
と
な
り
、
そ
の
社
地
は
開
国
さ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
そ
れ
以
前
に
、
子
松
神
社
は
明
治
初

頭
に
荒
廃
し
、
神
霊
を
近
く
の
某
社
に
仮
合
担
し
、
名
目
だ
け
今
次
大
戦
の
終
戦
ま
で
存
在
し
、
村
社
と
し
て
祭
典
が
行
な
わ
れ
て
い
た



と
い
わ
れ
て
い
る
自
)
。

遠
田
郡
田
尻
町
字
八
幡
に
式
内
社
子
松
神
社
が
鎮
座
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
推
定
に
は
十

し
た
が
っ
て
、

分
な
る
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
な
お
、
『
宮
城
県
神
社
要
覧

av』
に
よ
る
と
、

玉
造
郡
東
大
崎
村
字
新
回
目
現
在
の
古
川
市
新
田
の
鹿
島

に
村
社
子
松
神
社
が
鎮
座
す
る
。
こ
れ
を
新
田
郡
式
内
社
子
松
神
社
に
比
定
す
る
説
も
あ
る
と
き
く
が
、
そ
れ
は
新
田
郡
の
存
在
経
過
か

古代東北における城柵と郡界に関する問題35 

日
6

回
5ーョ固3図2

墜習

新田柵擬定地と周辺遺跡

1. 宮城県遠田郡田尻町中心集落 2. 丘 陵 3. 田

尻町字小松・八幡の新田柵擬定地 4. 田尻町沼部字北沢

・木戸瓦窯跡 5. 横 穴 6. 新田柵外塁線遺構

萱刈川に沿って郡界線が通るのに注意。その界線以北は

栗原郡，以南は遠田郡である。

第1図

山田安彦原図
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ーー圃ー 1 ー一ーー一一 2 ....‘・H ・・ 3 

第2図 宮城県遠田郡田尻町北部の小字界線図
1.大字界線， 2.小字界線， 3.新田柵外塁線遺構線，第1図と対比参照のこと。字「御殿坂」付近が新田柵擬定地であり，r北
沢」と「木戸」に瓦窯跡がある。字「八郎沢」・「上荒田沢」・「袋、沢」の北部に土塁と陸の遺構があったといわれるが，現在は

開国されて，その遺構は消滅している。その西の字「十五町新田」に細長い地割が地押図に現われるので，第3図に図示する。
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眼EA叫がEU占除穏必要採点全身辺科医ど判
明
治
中
期
の
田
尻
町
沼
部
字
十
五
町
新
田
の
地
割

細
長
い
地
割
が
新
田
柵
外
塁
線
の
遺
構
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
う
ち
地
目
山
林
の
部
分
が
土
塁
で
，
畑
地
の
部
分
が

陸
の
跡
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。
地
目
未
記
入
の
部
分
は
原
図
の
地
押
図
が
古
く
な
っ
て
読
み
取
れ
な
い
部
分
で
あ
る
。

第
3
図

p、σコ
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さ
て
、
そ
の
小
松
寺
と
い
う
の
は
、

『
今
昔
物
語
集
』
の
陸
奥
園
小
松
寺
僧
玄
海
往
生
語
第
十
九
の
冒
頭
に
「
今
昔
、
陸
奥
国
新
田
郡

に
小
松
寺
と
云
ふ
寺
有
り
」

と
記
さ
れ
て
い
る
白
)
O

こ
の
記
載
の
小
松
寺
が
現
在
の
遠
田
郡
田
尻
町
字
小
松
に
存
在
し
て
い
た
小
松
寺

で
あ
ろ
う
か
。
田
尻
町
の
字
小
松
に
所
在
し
て
い
た
小
松
寺
は
明
治
当
初
ま
で
存
在
し
た
が
、
明
治
の
排
仏
棄
釈
の
悲
運
に
あ
い
、
現
在

は
そ
の
礎
石
も
な
い
百
)
が
、
真
言
宗
で
秀
嶋
山
と
号
す
る
小
松
寺
で
あ
っ
た
(
B
U
O

現
在
の
字
「
小
松
」
は
遠
田
郡
に
属
し
て
い
る
が
、

前
述
し
た
よ
う
に
、
新
田
郡
の
郡
域
変
遷
の
経
過
を
辿
っ
て
み
る
と
、
新
田
郡
は
大
崎
氏
統
治
の
際
、
栗
原
郡
に
合
併
さ
れ
、
そ
の
後
ま

た
変
遺
し
た
。
「
倭
名
類
衆
抄
臼
』
』
に
み
え
る
新
田
郡
仲
村
郷
の
土
地
は
栗
原
郡
に
所
属
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、

田
尻
町
の
北
に
隣

接
す
る
栗
原
郡
瀬
峰
町
字
中
村
が
そ
の
遺
称
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る

S
Y
そ
れ
で
、

田
尻
町
の
字
「
小
松
」
・
「
八
幡
」
付
近
ま
で
、

仲
村
郷
が
伸
び
て
い
た
と
も
推
考
さ
れ
て
い
る

avo

と
こ
ろ
で
、
そ
の
『
今
昔
物
語
集
』
の
成
立
年
時
は
何
時
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
が
、
そ
の
推
論
に
は
諸
説
が
あ
り
、
幾
変
遅
し
た
。

結
局
、
少
な
く
と
も
現
存
の
『
今
昔
物
語
集
』
に
限
っ
て
み
る
と
、
そ
の
成
立
上
限
は
一

O
一
O
年
な
い
し
二

0
年
代
で
あ
り
、
そ
の
物

語
に
収
録
さ
れ
た
事
件
・
人
物
の
下
限
年
時
は
、

一
一
二

O
(保
安
元
)
年
の
線
は
く
ず
れ
な
い
と
い
わ
れ
る

av
そ
う
す
る
と
、

松
寺
は
大
体
平
安
時
代
末
期
に
入
る
頃
に
は
建
立
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

あ
え
て
想
像
を
拡
大
す
る
と
、
子
松
神
社
と
小
松
寺
は
、
新
田
柵
の
守
護
神
・
守
護
仏
と
し
て
、
城
柵
に
付
属
し
て
設
置
さ
れ
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

四
、
新
田
柵
と
仙
北
の
諸
柵

古
代
東
北
の
城
柵
は
、

い
う
ま
で
も
な
く
律
令
国
家
の
東
北
開
発
の
拠
点
と
し
て
の
律
令
政
府
出
先
機
関
で
あ
る
か
ら
、
国
家
的
事
業



と
し
て
の
開
発
の
一
環
と
し
て
造
営
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

TUO

当
然
、
律
令
的
負
担
行
為
の
も
と
に
実
施
さ
れ
た
も
の

し
た
が
っ
て
、

と
考
え
ら
れ
る

T
Y

そ
の
城
柵
の
造
営
と
建
都
と
の
関
係
を
具
体
的
に
解
明
し
う
る
関
係
史
料
は
管
見
に
入
ら
な
い
が
、
郡
の
建
置
が
明
確
に
文
献
に
現
わ

れ
る
の
は
、
苅
田
ハ
恕
・
丹
取
(
む
・
栗
原

auの
三
郡
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
域
柵
と
の
関
係
が
極
く
一
面
の
み
現
れ
て
い
る
の
は
、

『
続
日
本
紀
』
七
六
七
(
神
護
景
雲
元
)
年
一
一
月
の
条
に
、

「
置
陸
奥
国
栗
原
郡
、
本
是
伊
治
城
也
」

の
記
事
が
あ
る
。

」
の
記
事
に

つ
い
て
は
、
す
で
に
神
護
景
雲
元
年
一
一
月
に
は
乙
己
が
な
い
の
で
錯
簡
と
み
な
さ
れ
て
い
た
の
を
、
板
橋
源
と
佐
々
木
博
康
は
精
搬
な

古代東北における城柵と郡界に関する問題

史
料
検
討
を
加
え
、
そ
の
記
事
の
年
時
を
神
護
景
雲
三
年
六
月
に
あ
て
て
い
る

8
1

」
の
記
事
に
直
接
的
関
連
は
な
い
が
、
や

な
お
、

は
り
城
か
ら
郡
に
転
換
し
た
例
と
し
て
は
、
秋
田
城
の
場
合
が
あ
る
。
『
日
本
後
紀
』
八

O
四
(
延
暦
二
三
)
年
一
一
月
の
条
に
、
「
秋
田

城
建
置
以
来
四
十
余
年
。
土
地
境
均
、
不
レ
宜
エ
五
穀
↓
(
中
略
)
停
レ
城
為
レ
郡
。
」
と
あ
る

av
こ
れ
ら
の
記
事
内
容
に
つ
い
て
は
、
か
っ

て
の
あ
る
時
期
に
は
、
城
柵
の
設
置
を
廃
止
し
た
と
い
う
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
う
で
は
な
く
て
、
城
柵
の
任
務
と
し
て
の
対

夷
政
策
基
地
お
よ
び
軍
事
的
機
能
か
ら
、
郡
制
に
よ
る
地
方
行
政
の
管
理
機
能
に
転
換
し
た
も
の
と
解
釈
さ
れ
る
。
古
代
東
北
の
城
柵
と

い
う
も
の
は
、
そ
の
城
柵
が
仙
台
平
野

su北
半
部
(
仙
北

aJ
に
創
建
さ
れ
た
時
期
に
は
、
軍
事
的
機
能
が
主
体
で
は
な
く
て
、
律
令

国
家
と
蝦
夷
の
漸
移
地
帯
に
お
け
る
開
発
の
推
進
と
開
拓
集
落
の
行
政
的
政
治
的
管
理
機
能
が
主
で
あ
っ
た
。
古
代
東
北
の
律
令
国
家
の

そ
の
漸
移
地
帯
に
あ
っ
た
諸
城
柵
H

多
賀
・
色
麻
・
玉
造
・
新
田
・
牝
鹿
・
桃
生
・
中
山
・
伊
治
・
胆
沢
・
斯
波
・
徳
丹
の
各
城
柵
の
う

ち
郡
名
と
一
致
す
る
城
柵
名
が
多
い
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
城
柵
を
郡
制
に
転
換
さ
せ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
出
羽
国
の
場
合
に

つ
い
て
も
、
秋
田
・
雄
勝
・
由
理
が
一
致
す
る
。
勿
論
、
例
外
と
し
て
伊
治
城
と
栗
原
郡
、
払
田
柵
と
山
本
郡
、
中
山
栂
お
よ
び
徳
丹
城

39 

等
が
あ
る
。
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古
代
東
北
の
律
令
国
家
と
蝦
夷
と
の
漸
移
地
帯
で
は
、
郡
域
に
相
当
す
る
範
域
に
、
大
体
一
つ
の
域
柵
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る

が
、
因
に
仙
北
地
帯
の
郡
を
数
え
る
と
一
三
郡
で
、
城
柵
は
七
、
械
柵
で
あ
り
、
大
体
二
郡
に
)
城
柵
が
存
在
す
る
と
い
う
割
合
に
な
る
。

こ
の
こ
と
は
、
城
柵
を
中
核
と
し
て
そ
の
二
郡
の
範
囲
に
亘
っ
て
、
行
政
的
・
軍
政
的
に
統
轄
し
て
い
た
よ
う
に
解
釈
さ
れ
る
可
能
性
は

あ
る
が
、
最
近
の
発
掘
結
果
に
よ
る
と
、

城
柵
は
軍
事
的
機
能
を
主
体
と
し
た
施
設
で
は
な
い
ハ
む
の
で
、

城
柵
を
中
核
に
し
て
、
生
活

圏
域
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、
す
で
に
足
利
健
亮
は
ハ
号
、
「
郡
」
と
記
し
て
「
郡

家
」
を
意
味
す
る
場
合
が
あ
る
よ
う
に
、
域
と
い
う
も
の
は
点
的
な
存
在
だ
け
で
は
な
く
て
、
辺
境
に
お
い
て
は
一
種
の
政
治
的
領
域
を

意
味
し
た
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
て
い
る
。

新
田
柵
が
古
文
献
に
現
れ
る
の
は
、
「
続
日
本
紀
』
七
三
七
(
天
平
九
)
年
四
月
の
条
で
あ
る
詰
)
。
こ
の
条
に
は
、
陸
奥
按
察
使
兼

鎮
守
将
軍
大
野
東
人
は
七
三
七
(
天
平
九
)
年
の
春
(
担
、
陸
奥
国
多
賀
城
と
出
羽
柵
と
を
結
ぶ
雄
勝
経
由
の
連
絡
路
を
開
発
し
た
い
旨
を

奏
上
し
て
い
る
の
で
、
政
府
は
そ
の
申
請
を
認
め
、
遺
陸
奥
持
節
大
使
藤
原
麻
日
以
下
を
多
賀
城
に
派
遣
し
、
東
人
と
相
議
し
て
そ
の
事

業
を
推
進
さ
せ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
坂
東
六
国
の
騎
兵
一

0
0
0人
を
動
員
し
た
が
、
そ
の
う
ち
一
九
六
騎
を
東
人
が
統

卒
し
て
、
多
賀
柵
か
ら
色
麻
柵
を
経
由
し
て
、
出
羽
国
の
大
室
駅
へ
と
向
っ
た
。
そ
の
残
り
の
待
機
の
騎
兵
は
多
賀
柵
お
よ
び
玉
造
物
一
寸
五

柵
に
分
置
さ
れ
た
。
そ
の
五
柵
と
い
う
の
は
色
麻
・
玉
造
・
新
田
・
牡
鹿
お
よ
び
不
明
の
一
柿
で
あ
る
。
こ
の
時
に
、
大
使
藤
原
麻
日
が

多
賀
柵
を
鎮
し
た
ほ
か
、
副
使
坂
本
字
頭
麻
佐
が
玉
造
柵
、
判
官
大
伴
美
濃
麻
巴
が
新
田
柵
、
大
按
日
下
部
大
麻
呂
が
牡
鹿
柵
を
鎮
し

た
。
な
お
、
そ
の
後
、
っ
自
余
諸
柵
」
も
ま
た
旧
に
依
り
鎮
守
さ
れ
た
と
あ
る

ay
こ
の
記
事
内
容
に
よ
っ
て
明
白
で
あ
る
が
、
仙
台
平

野
北
半
部
、
す
な
わ
ち
仙
北
に
設
置
さ
れ
て
い
た
城
柵
は
玉
造
等
五
柵
の
ほ
か
に
「
自
余
諸
柵
」
が
あ
っ
た
。
な
お
、
そ
れ
ら
の
諸
柵
の

う
ち
名
称
が
判
明
し
て
い
る
城
柵
名
は
、
そ
の
当
時
の
仙
北
に
建
置
さ
れ
て
い
た
律
令
体
制
下
の
郡
名
と
一
致
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
想



像
す
る
と
、
仙
北
の
各
都
に
そ
れ
ぞ
れ
城
柵
が
あ
っ
て
、
郡
名
と
同
じ
名
称
で
城
柵
も
呼
称
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考
え
ら

れ
る
。
城
柵
と
い
う
も
の
は
、
前
述
し
た
が
、
郡
の
中
核
的
管
理
機
能
施
設
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
建
都
の
過
程
に
お
い
て
も
中

心
的
な
役
割
を
果
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る

(80

要
す
る
に
、
新
田
柵
は
七
三
七
(
天
平
九
)
年
に
は
い
わ
ゆ
る
天
平
の
五
柵
の
一
つ
と
し
て
造
営
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

五

「
仲
村
郷
」
文
字
瓦
の
意
味

古代東北における城柵と郡界に関する問題

古
文
献
か
ら
の
考
察
と
と
も
に
考
古
学
的
証
拠
か
ら
の
考
察
も
必
要
で
あ
る
が
、
新
田
柵
に
つ
い
て
の
本
格
的
な
考
古
学
的
発
掘
調
査

が
ま
だ
実
施
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
城
柵
の
規
模
や
構
造
に
つ
い
て
は
究
明
し
え
な
い
。
そ
こ
で
新
田
柵
擬
定
地
や
そ
の
周
辺
地
域
の
出

土
遺
物
か
ら
考
察
を
進
め
る
。
そ
の
遺
物
の
う
ち
で
、
最
も
城
柵
建
築
物
に
関
係
が
あ
る
の
は
、
古
式
〔
多
賀
城
式
)
の
重
弁
蓮
花
文
鐙
瓦

と
手
描
き
重
弧
文
字
瓦
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
詰
〉
O

こ
の
文
様
を
施
文
さ
れ
た
瓦
は
、
多
賀
城
創
建
期
に
使
用
さ
れ
た
瓦
で
あ
る
か
ら
、

」
の
瓦
を
出
土
す
る
遺
跡
は
、

一
応
、
多
賀
城
創
建
期
に
こ
の
瓦
を
使
用
し
た
建
物
が
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
多
賀
城

創
建
期
の
実
年
代
が
問
題
と
な
る
が
、
最
近
の
考
古
学
的
発
掘
調
査
の
結
果
、
養
老
・
神
亀
以
降
で
七
三
七
(
天
正
九
)
年
以
前
で
、
天

平
初
頭
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
て
い
る

az
遠
田
郡
田
尻
町
字
入
幡
・
御
殿
坂
・
小
松
付
近
か
ら
そ
れ
ら
の
瓦
が
発
見
さ
れ
て
い
る
?uo

な
お
、
そ
れ
ら
と
同
類
型
の
瓦
を
出
土
す
る
遺
跡
は
、
新
田
柵
擬
定
地
の
ほ
か
仙
北
に
一

O
個
所
も
あ
る
a
u
o
そ
の
主
な
る
遺
跡
を
掲

げ
る
と
、
そ
の
擬
定
地
の
東
方
約
二
粁
に
立
地
す
る
木
戸
瓦
窯
跡
や
宮
城
県
加
美
郡
色
麻
村
字
東
原
の
臼
の
出
山
瓦
窯
跡
、
そ
れ
に
色
麻

柵
擬
定
地
で
あ
る
同
郡
色
麻
村
一
の
関
遺
跡
、

な
お
、
玉
造
柵
の
擬
定
地
で
あ
る
と
も
い
わ
れ
て
い
る
同
郡
中
新
田
町
城
生
遺
跡
、
さ
ら

41 

に
、
そ
の
付
属
寺
院
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
る
同
町
の
菜
切
谷
廃
寺
跡
で
あ
る
。
そ
の
他
、
古
川
市
の
大
吉
山
瓦
窯
跡
、
岡
市
の
伏
見
廃
寺
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跡
、
岡
市
の
三
輪
田
遺
跡
、
加
美
郡
宮
崎
町
東
山
遺
跡
、
桃
生
郡
鳴
瀬
町
野
蒜
小
学
校
西
遺
跡
等
が
存
在
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
う

ち
で
、
本
格
的
に
発
掘
調
査
さ
れ
た
の
は
、
菜
切
谷
と
伏
見
の
両
廃
寺
跡
で
あ
る
。
同
類
型
の
瓦
を
出
土
す
る
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
遺

跡
に
必
ず
し
も
そ
の
瓦
が
製
作
さ
れ
た
時
期
に
、
そ
の
瓦
を
使
用
し
た
建
物
が
創
建
さ
れ
た
と
は
限
ら
な
い
。
例
え
ば
、
佐
々
木
茂
禎
の

発
掘
調
査
に
よ
っ
て
明
確
で
あ
る
が
、
古
川
市
東
大
崎
伏
見
廃
寺
跡
は
、
多
賀
城
創
建
期
の
多
賀
城
式
重
弁
蓮
花
文
鐙
瓦
と
手
描
き
重
弧

文
字
瓦
を
出
土
す
る
が
、
全
出
土
瓦
の
僅
か
二
l
三
必
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
寺
院
の
創
建
期
の
瓦
は
山
田
寺
系
の
重
弁
蓮
花
文
鐙
瓦
と
臓

櫨
び
き
重
弧
文
字
瓦
の
類
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
遺
跡
出
土
の
多
賀
城
創
建
期
の
瓦
は
、
二
次
的
な
補
修
用
瓦
と
し
て
使
用
さ
れ
た

の
で
あ
ろ
う
畠
〉
。
そ
の
反
面
、

菜
切
谷
廃
寺
跡
の
よ
う
に
、

多
賀
城
や
多
賀
城
廃
寺
の
創
建
期
と
同
時
期
に
多
賀
城
式
の
瓦
を
用
い
て

寺
院
が
建
立
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
伊
東
信
雄
の
発
掘
調
査
に
よ
り
確
実
に
さ
れ
た

az

伏
見
廃
寺
の
よ
う
な
例
外
は
あ
る
と
し
て
も
、
多
賀
城
式
の
瓦
を
出
土
す
る
遺
跡
に
は
、
多
賀
城
創
建
期
と
同
時
期
に
そ
の
瓦
を
使
用

し
た
建
築
物
が
存
在
し
て
い
た
し
、
ま
た
多
賀
城
と
深
い
関
連
が
あ
っ
た
と
推
察
し
う
る
。

一
応
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
多
賀
城
創
建

期
に
は
、
多
賀
城
式
の
瓦
を
出
土
す
る
分
布
範
囲
に
は
、
律
令
体
制
が
渉
透
し
て
い
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
そ
れ
に
つ
い
て
さ
ら
に
説

明
を
加
え
る
と
、
当
時
瓦
を
使
用
し
た
建
築
物
は
、
律
令
政
府
が
国
家
的
事
業
と
し
て
の
東
北
開
発
を
推
進
す
る
重
要
施
設
で
あ
っ
た
と

思
う
。
し
か
も
、
城
柵
や
そ
の
付
属
寺
院
を
造
営
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
国
家
の
一
大
事
業
で
あ
る
東
北
開
発
の
一
環
で
あ
り
、
巨
額
の

財
政
を
必
要
と
し
た
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
造
瓦
事
業
も
国
家
事
業
の
一
つ
と
し
て
推
進
さ
れ
、
律
令
的
負
担
行
為
の
も
と
に
お
い

て
経
営
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
白
〕
。
し
た
が
っ
て
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
多
賀
城
式
古
瓦
の
分
布
範
囲
に
は
、
多
賀
城
創
建
期
に
律
令
体

制
下
の
地
方
行
政
組
織
が
惨
透
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
多
賀
城
式
の
瓦
の
分
布
は
前
述
し
た
が
、
大
体
に
お
い
て
多
賀
城
が
創
建
さ
れ

た
時
期
に
は
、
江
合
川
流
域
に
ま
で
多
賀
城
の
管
理
圏
域
が
伸
展
し
て
い
た
と
推
知
し
う
る
。



多
賀
城
式
の
瓦
か
ら
の
推
論
と
関
連
す
る
一
枚
の
文
字
瓦
が
発
見
さ
れ
た
。
や
は
り
、
そ
の
瓦
も
天
平
初
頭
に
江
合
川
流
域
に
ま
で
律

令
体
制
下
の
地
方
行
政
組
織
が
整
備
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
く
れ
る
。
そ
の
文
字
瓦
と
い
う
の
は
、

一
九
五
五
(
昭
和
三

O
)
年

に
遠
田
郡
田
尻
町
沼
部
字
木
戸
の
瓦
窯
跡
か
ら
発
見
さ
れ
た
も
の
で
、
箆
書
き
文
字
が
銘
刻
さ
れ
た
平
瓦
で
あ
る
。

は
せ
っ
か
ベ
あ
ざ
ひ
と

欠
)
郡
仲
村
郷
他
辺
里
長
二
百
長
丈
部
皆
人
」
で
あ
る
品
〉
が
、
こ
れ
に
多
く
の
意
味
が
含
ま
れ
る
。

そ
の
銘
刻
は
「
(
上

そ
の
銘
文
に
は
、
郡
名
が

欠
如
し
て
い
る
の
で
、
何
郡
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
「
倭
名
類
衆
抄
』
に
よ
る
と
、

仙
北
地
帯
に
お
い
て
「
仲
村
郷
」
が
あ
る
の
は
、

新

田
郡
と
栗
原
郡
で
あ
る

a
z
新
田
郡
の
仲
村
郷
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
た
が
、

現
在
の
栗
原
郡
瀬
峯
町
大
里
品
〉
に
字
「
中
村
」
が
あ
る

古代東北における城柵と郡界に関する問題

の
で
、
古
代
の
仲
村
郷
の
遠
称
地
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
代
近
一
帯
と
遠
田
郡
田
尻
町
字
小
松
・
八
幡
付
近
ま
で
が
仲

村
郷
で
あ
っ
た
と
推
論
さ
れ
て
い
る

S
Y

一方、

栗
原
郡
の
仲
村
郷
は
現
在
の
栗
原
郡
栗
駒
町
岩
ケ
崎
の
西
に
「
中
野
」
と
い
う
字
名

が
あ
る
が
、
こ
れ
が
仲
村
郷
の
転
靴
し
た
も
の
と
想
像
さ
れ
(
也
、
こ
の
付
近
一
帯
に
比
定
さ
れ
る
。

そ
の
何
れ
で
あ
る
か
が
問
題
で
あ
る
が
、
そ
の
「
仲
村
郷
」
銘
刻
瓦
は
桶
巻
造
り
で
あ
り
、

し
か
も
そ
れ
を
出
土
し
た
木
戸
瓦
窯
跡
は

い
わ
ゆ
る
多
賀
城
式
重
弁
蓮
花
文
鐙
瓦
や
重
弧
文
字
瓦
を
出
土
し
て
い
る

au。

多
賀
城
・
多
賀
城
廃
寺
の
創
建
期
の
瓦
、

そ
の
瓦
窯
は

多
賀
城
・
多
賀
城
廃
寺
創
建
期
の
瓦
の
造
瓦
所
で
あ
っ
た
。
そ
の
箆
書
き
文
字
「
仲
村
郷
」
銘
刻
瓦
も
そ
の
時
期
の
も
の
で
あ
ろ
う
と
考

え
ら
れ
る
♀
)
。
し
か
し
、
多
賀
城
式
文
様
の
瓦
は
、

畿
内
に
お
け
る
白
鳳
の
瓦
の
そ
れ
と
一
致
す
る
し
、

形
態
も
白
鳳
瓦
の
特
色
を
示

す
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
ら
の
瓦
は
桶
巻
造
り
で
あ
り
、
前
述
の
「
仲
村
郷
」
瓦
銘
が
あ
る
瓦
を
伴
出
し
て
い
る
か
ら
、
養
老
・
神
亀
の
頃

に
作
製
し
始
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
郷
里
制
の
実
施

8
〉
は
、
和
銅
・
霊
亀
の
時
期
か
ら
七
回

O
(天
平
二
己
年
ま
で
の
二
五
|
三

0
年
間
に
限
定
さ
れ
る
の
で
、
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伊
東
信
雄
は
、
多
賀
城
・
多
賀
城
廃
寺
の
創
建
瓦
は
白
鳳
様
式
を
も
っ
て
い
る
が
、
和
銅
以
後
、
奈
良
時
代
に
入
っ
て
か
ら
の
も
の
で
あ
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る
と
い
う
♀
)
。
佐
々
木
茂
禎
に
よ
れ
ば
、
前
述
し
た
が
、

多
賀
城
の
創
建
は
養
老
・
神
亀
以
後
、

七
三
七
(
天
平
九
)
年
よ
り
以
前
で

あ
り
、
天
平
初
顕
で
あ
る
と
い
う
自
立

そ
う
す
る
と
、

多
賀
城
の
創
建
瓦
を
伴
出
す
る
「
仲
村
郷
」
銘
刻
瓦
も
そ
の
時
期
に
製
作
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
天
平
当
初
に
は
新
田
郡
は
建
置
さ
れ
て
い
た
と
推
察
し
う
る
。

な
お
、
工
藤
雅
樹
は
律
令
的
負
担
の
も
と
に
造
瓦
が
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
、
遠
田
郡
の
建
郡
を
上
限
と
し
て
、
陸
奥
・
出
羽
両
国
の

各
都
の
郡
司
等
に
論
功
行
賞
の
あ
っ
た
七
三
六
(
天
平
八
)
年
以
前
に
、

い
わ
ゆ
る
多
賀
城
式
の
重
弁
蓮
花
文
様
瓦
の
作
製
年
代
を
求
め

ょ
う
と
し
て
い
る

aヨ

一
方
、
観
点
を
換
え
る
と
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
造
瓦
経
営
は
律
令
的
負
担
行
為
の
も
と
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
、

郡
が
建
置
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
「
仲
村
郷
」
銘
刻
瓦
が
作
製
さ
れ
た
木
戸
瓦
窯
の
あ
っ
た
遠
田
郡

auは
七
三

O
(天
平
二
)
年
に
建

置
さ
れ
て
い
た
と
い
う
説
が
あ
る

ay
こ
れ
に
つ
い
て
次
に
説
述
し
よ
う
。

要
す
る
に
、
多
賀
城
式
の
瓦
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
江
合
川
流
域
ま
で
し
か
分
布
し
て
い
な
い
の
で
、
例
の
「
仲
村
郷
」
は
新
田
郡
所

属
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
そ
の
新
田
郡
は
天
平
の
当
初
頃
に
は
建
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

六
、
新
田
郡
の
開
拓

古
文
献
に
よ
る
と
、
仙
北
に
お
け
る
建
郡
は
何
時
頃
か
。
七
一
一
二
(
和
銅
六
)
年
に
、

丹
取
郡
が
建
置
さ
れ
た
門
別
〉
と
あ
る
が
、

具
体

的
に
そ
の
位
置
と
範
囲
は
不
詳
で
あ
る
。
ま
た
七
一
五

(
霊
亀
元
)
年
一

O
月
に
も
、
「
於
一
一
香
河
村
↓
造
引
建
郡
家
↓

av」
・
「
於
ニ
閉
村
↓

便
建
一
一
郡
家
一
(
包
」
と
あ
る
が
、
そ
の
位
置
は
明
確
に
は
論
定
し
え
な
い
。
し
か
し
、
前
者
は
黒
川
郡
の
前
身
で
あ
り
、
後
者
は
「
先
祖
以

来
、
貫
一
一
献
昆
布
↓
常
採
一
一
此
地
ご
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
海
岸
地
帯
で
あ
り
、
牡
鹿
・
桃
生
両
郡
の
前
身
で
あ
ろ
う
品
)
と
い
わ
れ
る
。



香
河
村
に
郡
家
の
造
営
を
申
請
し
た
陸
奥
蝦
夷
第
三
等
邑
良
志
別
君
宇
蘇
弥
余
の
有
す
る
「
第
三
等
」
と
い
う
官
位
は
令
制
外
的
な
も
の

で
、
夷
村
に
特
有
な
も
の
で
あ
る
お
U
O

そ
こ
で
香
河
村
を
現
在
の
登
米
郡
中
田
町
加
賀
野
の
地
に
比
定
す
る
説
も
あ
る
(
切
な

そ
の
後
、

七
三

O
(天
平
二
)
年
正
月
に
、

田
夷
村
の
蝦
夷
は
、

田
夷
村
に
郡
家
の
建
設
を
奏
上
し
て
い
る

av
」
の
田
夷
と
い
う
語
は
、

陸
奥

国
で
は
遠
田
郡
に
限
っ
て
使
わ
れ
た
と
い
わ
れ
る
の
で
、
も
し
そ
の
通
り
で
あ
れ
ば
、
遠
田
郡
の
建
郡
は
七
三

O
(天
平
二
)
年
を
上
限

と
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
(
号
。

ま
た
七
三
七
(
天
平
九
)
年
の

田
夷
村
H

遠
田
郡
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
直
ち
に
論
定
し
え
な
い
。

四
月
に
、
「
何
差
コ
田
夷
遠
田
郡
領
外
従
七
位
上
遠
田
君
雄
人
↓
遣
エ
山
道
ご
と
知
ら
れ
て
い
る

(g。

伊
治
公
皆
麻
目
の
よ
う

し
か
し
、

古代東北における城柵と郡界に関する問題

に
、
少
な
く
と
も
令
制
郡
と
は
思
え
な
い
伊
治
郡
(
上
治
郡
)

で
も
郡
領
と
記
さ
れ
て
い
る
例
も
あ
る
の
で
、
こ
の
時
す
で
に
令
制
の
遠

田
郡
が
設
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
ら
は
、
す
べ
て
蝦
夷
側
か
ら
の
奏
上
に
よ
る
郡
(
権
郡
)
設
置
の
提
案
で
あ
り
、
彼
等
も
「
常
に
秋
徒
の
抄
略
を
被
る
」
こ
と
を

恐
れ

B
V
律
令
体
制
下
の
統
治
内
に
入
る
方
が
有
利
と
判
断
し
た
。

そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、

律
令
体
制
の
辺
境
に
お
け
る
統
治
も
強

力
な
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
夷
村
に
権
郡
が
設
置
さ
れ
る
地
域
の
南
側
ま
で
は
令
制
の
郡
政
が
整
備
さ
れ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。

さ
て
、
そ
れ
ら
の
権
郡
の
設
置
以
前
に
丹
取
郡
の
建
置
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
現
在
の
何
郡
に
相
当
す
る
の
か
は
詳
ら
か
で
は
な
い
。
し

か
し
、
現
在
の
古
川
市
の
北
西
部
、
東
大
崎
に
「
耳
取
」
と
い
う
字
名
が
あ
る
岳
)
の
で
、
そ
の
一
帯
に
比
定
す
る
説
も
あ
る
。
も
し
、
東

大
崎
(
旧
玉
造
郡
)

で
あ
る
と
す
れ
ば
、

す
ぐ
北
隣
の
栗
原
郡
の
建
置
が
七
六
七
(
神
護
景
雲
元
)
年
で
あ
る
詰
〉
か
ら
、

そ
の
聞
に
、

玉
造
郡
が
合
併
さ
れ
た
と
し
て
も
、
玉
造
郡
の
設
置
か
ら
約
四

O
年
後
に
栗
原
郡
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
玉
造
郡
の
建
置
時
期
は

明
確
で
な
い
が
、
七
二
八

(
神
亀
五
)
年
に
玉
造
軍
団
が
設
け
ら
れ
て
い
る
(
号
の
で
、

ほ
ぼ
こ
の
時
期
で
あ
ろ
う
。

玉
造
郡
か
ら
栗
原

45 

郡
の
建
置
ま
で
に
、
余
り
に
時
代
的
間
隔
が
あ
り
過
ぎ
る
。
丹
取
郡
が
改
称
さ
れ
た
り
、
丹
取
郡
が
玉
造
郡
に
併
合
さ
れ
た
り
、
玉
造
郡
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が
ど
こ
か
周
辺
の
郡
に
合
併
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
が
記
録
さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
六
国
史
に
は
現
わ
れ
な
い
。
仙
北
の
諸
郡
が
古

文
献
に
現
わ
れ
る
の
は
、
黒
川
以
北
一
一
郡
と
し
て
七
回
二
(
天
平
一
四
)
年
に
現
わ
れ
る
が
、
こ
の
一
一
郡
に
つ
い
て
は
若
干
の
論
義

が
あ
る
〈
哲
。
し
か
し
、
こ
の
間
題
に
つ
い
て
は
、
本
稿
の
追
究
目
的
で
は
な
い
の
で
、

他
に
譲
る
と
し
て
、

七
回
二
年
以
前
に
古
文
献

に
仙
北
地
帯
の
郡
名
が
現
わ
れ
る
の
は
、
遠
田
〈
8
・
賀
美
ハ
む
両
郡
で
、

そ
の
年
時
は
七
三
七
(
天
平
九
)
年
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の

時
に
、
多
賀
・
色
麻
・
玉
造
・
新
田
・
牡
鹿
の
諸
柵
が
現
わ
れ
る
の
で
、
仙
北
に
は
郡
も
建
置
さ
れ
て
い
た
と
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

人
な
お
、
新
田
郡
に
つ
い
て
、
古
文
献
か
ら
関
係
記
事
を
探
る
と
、
『
続
日
本
紀
』
七
六
九
(
神
護
景
雲
一
一
二
)
年
三
月
の
条
に
、
「
新
田
郡

き

み

こ

ベ

か

み

け

ぬ

な

か

む

ら

の

き

み

外
大
初
位
上
吉
弥
侯
部
豊
庭
賜
姓
上
毛
野
中
村
公
」
と
あ
る

avo
陸
奥
の
族
長
氏
族
が
改
氏
す
る
場
合
、
一
定
の
組
合
わ
せ

に
対
応
関
係
が
み
ら
れ
る
(
想
。
吉
弥
侯
部
は
毛
野
氏
に
改
氏
し
、

し
か
も
一
般
に
複
姓
H

二
重
氏
名
称
の
形
式
を
と
り
、

中
央
貴
氏
名

+
現
地
国
郡
郷
名
+
姓
名
の
形
で
あ
る

au。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
記
事
内
容
か
ら
は
、

吉
弥
侯
部
豊
庭
は
新
田
郡
の
仲
村
郷
に
上
野
国

か
ら
入
植
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
同
じ
く
新
田
郡
に
つ
い
て
、
木
戸
瓦
窯
跡
か
ら
発
見
さ
れ
た
「
仲
村
郷
」
銘
刻
瓦
の
銘
刻
文
内
容

か
ら
考
察
す
る
と
、
丈
部
皆
人
は
新
田
郡
の
仲
村
郷
に
集
落
を
形
成
し
、
里
長
と
と
も
に
軍
団
の
投
尉
を
兼
ね
て
い
る
。
仲
村
郷
は
現
在

の
瀬
峯
町
中
村
一
帯
で
あ
り
、
木
戸
の
近
傍
で
あ
り
、
こ
の
付
近
に
丈
部
皆
人
の
集
落
が
形
成
さ
れ
、
軍
団
(
こ
の
際
、
域
柵
と
考
え
ら

れ
る
)

に
上
番
す
る
た
め
に
、
新
田
柵
の
近
傍
に
定
住
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
唯
、
疑
問
に
思
わ
れ
る
の
は
、
丈
部
曹
人

配
下
の
集
落
が
瀬
峯
町
中
村
に
配
置
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
新
田
柵
外
塁
線
の
外
側
に
存
在
す
る
こ
と
に
な
り
、
新
田
柵
に
上
番
す
る

の
に
は
不
便
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
何
の
た
め
に
外
塁
線
の
外
側
に
配
置
さ
れ
た
が
解
釈
が
困
難
で
あ
る
。
な
お
、
丈
部
は
阿
倍

氏
と
関
係
が
あ
り
、
畿
内
と
も
関
係
を
有
す
る
。

さ
き
の
『
続
日
本
紀
』
の
記
事
内
容
と
合
考
し
て
、
新
田
郡
の
仲
村
郷
に
は
、
阿
倍
氏
系
が
天
平
初
頭
に
開
拓
入
植
し
た
後
、
さ
ら
に



毛
野
氏
系
が
開
拓
を
進
展
さ
せ
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
積
極
的
に
開
拓
が
推
進
さ
れ
た
土
地
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
ま
た
そ
れ
程
に
重

要
な
地
域
的
位
置
を
占
め
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

新
田
郡
仲
村
郷
は
右
に
み
た
よ
う
に
、
丈
部
と
吉
弥
侯
部
が
開
拓
を
進
展
さ
せ
、
集
落
を
形
成
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
阿

倍
氏
と
毛
野
氏
と
関
係
が
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
両
氏
は
古
来
辺
境
開
拓
に
功
の
あ
っ
た
大
族
長
氏
族
で
あ
る
。
そ
れ
ら

は
辺
境
の
服
属
型
部
民
の
政
治
的
支
配
者
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
氏
族
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
半
公
半
私
的
な
支
配
が
東
北
の
部
民

制
的
服
属
を
も
た
ら
し
た
と
推
論
し
う
る
白
)
O

古代東北における城柵と郡界に関する問題

な
お
、
蝦
夷
の
律
令
体
制
化
、
農
耕
導
入
化
に
つ
い
て
は
、
奈
良
朝
か
ら
平
安
朝
初
期
に
か
け
て
の
改
氏
姓
の
問
題
と
の
関
連
に
お
い

て
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
高
橋
富
雄
の
詳
論
が
あ
る
ハ
巴
。

そ
れ
に
よ
る
と
、

東
北
南
半
部
に
お
け
る
政
治
的

社
会
の
形
成
は
、
部
民
制
的
な
支
配
の
導
入
を
ま
っ
て
開
始
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
る
ハ
巳
。

因
に
、
新
田
柵
擬
定
地
と
同
類
型
の
鐙
瓦
と
字
瓦
、

す
な
わ
ち
多
賀
城
式
瓦
を
出
土
し
た
色
麻
柵
(
位
)
や
玉
造
柵
擬
定
地
自
〉
付
近
の
族

長
氏
族
に
つ
い
て
み
る
。
幸
い
に
し
て
『
続
日
本
紀
』
七
六
九
(
神
護
景
雲
三
)
年
三
月
の
改
氏
名
の
記
事
自
)
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
に
よ

る
と
、
賀
美
郡
は
丈
部
と
士
口
弥
侯
部
、
玉
造
郡
は
吉
弥
侯
部
が
居
住
し
て
い
る
。
後
者
は
下
毛
野
僻
見
公
の
姓
を
賜
わ
っ
て
い
る
の
で
、

玉
造
郡
の
東
大
崎
の
伏
見
付
近
に
集
落
を
形
成
し
て
い
た
と
考
え
る
。

伏
見
に
は
伏
見
廃
寺
が
存
在
し
た
土
地
で
あ
り
ハ
哲
、

東
北
開
発

に
は
重
要
な
地
域
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
地
域
に
は
族
長
民
族
が
さ
き
に
入
植
し
て
い
た
の
で
あ
る
う
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
よ
う
な

土
地
に
東
北
開
発
の
重
要
な
施
設
が
設
置
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
。

要
す
る
に
、
新
田
・
玉
造
・
色
麻
の
城
柵
の
周
辺
は
早
く
か
ら
開
拓
が
進
み
、
し
か
も
「
仲
村
郷
」
銘
瓦
か
ら
推
察
さ
れ
る
よ
う
に
、
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城
柵
が
設
置
さ
れ
た
同
時
期
に
そ
の
近
傍
に
城
柵
上
番
の
集
落
が
形
成
さ
れ
て
い
た
で
あ
る
。
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七
、
新
田
桐
外
塁
線
の
吟
味

古
代
の
新
田
郡
が
現
在
の
登
米
郡
旧
北
方
村
・
旧
新
田
村
・
南
方
町
お
よ
び
栗
原
郡
瀬
峯
町
大
里
か
ら
遠
田
郡
田
尻
町
字
小
松
・
八
幡

付
近
ま
で
占
め
て
い
た
と
す
れ
ば
、
新
田
柵
が
余
り
に
も
郡
城
の
南
に
偏
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
そ
の
城
柵
の
北
一
、
七
粁

付
近
を
東
西
に
外
塁
線
を
設
置
し
た
の
は
何
の
た
め
か
。
古
代
の
新
田
郡
の
北
辺
の
守
備
線
で
も
な
い
。
勿
論
、
古
代
新
聞
郡
の
郡
界
で

も
な
い
。
あ
る
い
は
新
田
柵
と
は
関
係
な
く
、
城
柵
建
置
の
後
世
に
造
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

ょ
っ
だ
ん
ぽ
ら

外
塁
線
と
関
係
す
る
遺
跡
を
み
る
と
、
新
田
柵
外
塁
線
付
近
の
四
壇
原
(
栗
原
郡
瀬
峯
町
)
は
蜂
遺
跡
で
あ
ろ
う
白
〉
と
推
察
さ
れ
て
お

り
、
ま
た
そ
の
外
塁
線
上
に
こ
の
種
の
遺
跡
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
仙
北
は
こ
の
他
に
色
麻
柵
か
ら
出
羽
国
大
室
駅
(
玉
野
駅
)
に
遥
ず

る
道
路
の
賀
美
郡
宮
崎
付
近
(
旬
、

お
よ
び
栗
原
郡
栗
駒
町
岩
ケ
崎
に
も
燦
遺
跡
と
推
定
さ
れ
る
遺
跡

auが
あ
る
。

し
か
も
後
者
は
、
伊

治
城
の
外
塁
線

axの
一
郭
上
に
位
置
す
る
。
そ
う
す
る
と
、
外
塁
線
と
燦
と
は
関
係
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
伊
治
城
に
つ
い
て

き

わ

お

そ

は
、
「
続
日
本
紀
』
七
八

O
(宝
亀
一
一
)
年
五
月
の
条
に
「
勅
し
て
日
く
、
狂
賊
常
を
乱
し
、
辺
境
を
犯
し
擾
が
す
。
蜂
燈
虞
れ
多
く
、

斥
候
守
り
を
失
う
晶
玉
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
同
年
三
月
の
伊
治
公
皆
麻
呂
の
反
乱
に
よ
り
、
伊
治
城
|
多
賀
城
間
の
陸
奥
北
部
諸
城
が
そ

の
守
備
を
失
っ
た
こ
と
の
記
事
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
陸
奥
北
部
諸
城
に
蜂
が
存
在
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
勿
論
、
蜂
が

辺
境
地
帯
だ
け
に
設
置
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
七
九
四
(
延
暦
二
二
)
年
の
平
安
遷
都
と
と
も
に
、
政
府
は
非
常
に
備
え
て
山
城
・
河
内

両
国
に
蜂
憶
の
設
置
を
命
じ
て
い
る

a)。
こ
の
よ
う
に
蜂
が
行
政
的
管
理
拠
点
へ
の
警
報
施
設
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
出
雲
風
土
記
に

記
載
さ
れ
て
い
る
五
燦
施
設
と
郡
家
と
の
関
係
に
お
い
て
明
ら
か
で
あ
り

(g、
東
北
の
よ
う
に
蝦
夷
と
の
関
係
に
お
い
て
緊
張
が
あ
る
た

め
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、

八
八
七
(
仁
和
三
)
年
に
お
い
て
も
ま
だ
、
蜂
の
設
置
が
出
羽
国
府
の
位
置
選
定
の
論
議
と
な
っ
て
い



る

ay
こ
の
国
府
移
転
問
題
か
ら
推
考
し
て
も
、
辺
境
に
お
い
て
は
蜂
侯
は
国
の
安
危
に
か
か
わ
る
重
要
施
設
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

『
軍
防
令
』
に
は
一
一
項
目
に
も
亘
る
詳
細
な
規
定
が
あ
る
白
)
O

し
か
し
、

蜂
が
緊
急
警
報
施
設
と
し
て
重
要
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、

官
衛
的
な
施
設
は
全
く
設
け
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
遺
跡
の
発
見
は
極
め
て
困
難
で
あ
ろ
う
。
蜂
鑓
が
国
防
上
重
要
な
施
設
で
あ
っ
た
こ

と
は
、
八
・
九
世
紀
の
二
・
三
の
太
政
宮
符
自
υ
に
よ
っ
て
も
明
白
で
あ
る
。

蜂
燈
の
重
要
性
は
す
で
に
七
一
二
(
和
銅
五
)
年
に
認
め
ら
れ

R
Y
緊
急
連
絡
の
た
め
に
、
政
府
は
蜂
訓
練
を
命
じ
た
り
、

そ
の
制

度
の
維
持
に
努
力
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
と
関
連
し
て
考
え
る
と
、
辺
境
で
は
城
柵
に
優
一
塁
の
必
要
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ

古代東北における城柵と郡界に関する問題

れ
る
。仙
北
に
城
柵
外
塁
線
が
あ
っ
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
の
は
、
新
田
柵
・
伊
治
城
の
他
に
桃
生
城
が
あ
る
缶
百
ま
た
、
伊
治
城
の
東
方
、

堀
口
か
ら
沼
崎
に
か
け
て
土
塁
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
と
い
う
伝
承
が
あ
る
昆
〉
。
な
お
、
仙
北
地
帯
の
大
字
・
小
字
の
こ
と
を
大
囲
・

小
囲
と
い
い
、
さ
ら
に
、
字
名
の
末
尾
に
「
囲
」
を
接
尾
さ
れ
る
の
も
壁
村
的
性
格
の
名
残
り
と
考
え
て
ハ
巴
は
間
違
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ

た
む
ろ
が
お
治

の
よ
う
に
仙
北
に
は
盤
塁
に
関
す
る
伝
承
遺
跡
が
あ
る
が
、
す
で
に
伊
治
城
西
方
の
営
岡
に
『
陸
奥
話
記
』

一
O
六
二
(
康
平
五
)
年

七
月
の
条
に

av
坂
上
田
村
麻
呂
が
蝦
夷
征
伐
の
た
め
に
造
成
し
た
墾
濠
の
跡
が
残
存
し
て
い
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。

」
の
点
か
ら
み

て
も
、
全
く
霊
塁
は
な
か
っ
た
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
多
賀
城
ハ
巴
・
胆
沢
城

(
5
・
お
よ
び
徳
丹
城
〈
巴
の
外
郭
線
は
と
も
に
壁
塁
で
は
な
く
、
築
地
で
あ
り
、
基
本
的
に
は
軍
事
的

機
能
は
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
城
柵
の
創
建
当
初
は
軍
事
的
拠
点
で
は
な
く
、

行
政
的
中
枢
管
理
施
設
で
あ
っ
た
丹
〉
が
、

時
代

と
と
も
そ
の
機
能
が
流
動
的
に
変
化
し
た
こ
と
も
あ
り
う
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
城
柵
は
そ
の
も
の
だ
け
で
、
点
的
存
在
と
考
え
る
か
、
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そ
れ
と
も
、
周
辺
の
地
域
を
合
わ
せ
た
面
的
な
存
在
と
し
て
の
生
活
圏
を
考
え
る
か
否
か
が
問
題
で
あ
る
。
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一
方
、
『
軍
防
令
』
を
み
る
と
、
縁
辺
諸
郡
入
居
条
に
は
、
「
東
辺
北
辺
西
辺
諸
郡
入
居
。
皆
於
一
一
城
壁
内
一
安
置
。
」
と
規
定
さ
れ
て
い

る
先
〉
。
こ
の
規
定
通
り
に
、
辺
境
村
落
に
す
べ
て
防
塁
を
設
け
た
と
は
い
え
な
い
に
し
て
も
、

そ
の
規
定
が
全
く
の
空
文
で
あ
り
、

ま

た
具
体
的
な
施
設
を
指
し
た
の
で
は
な
い
と
考
え
て
し
ま
う
の
も
疑
問
で
あ
る
。

『
令
義
解
』
に
よ
れ
ば
、

「
霊
」
と
は
「
高
レ
土
以
為
レ

盤
。
埠
=
防
賊
一
也
」
と
い
う
完
〉
。

「
唐
令
拾
遺
舟
〉
』
に
は
『
養
老
令
』
の

「
縁
辺
諸
郡
人
居
条
」

に
相
当
す
る
も
の
が
見
当
ら
な
い
の

で
、
直
ち
に
『
養
老
令
』
の
そ
の
規
定
が
虚
像
で
あ
る
と
解
釈
す
る
の
は
慎
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
城
柵
の
外
塁
線
を
推
察
す
る
若
干
の
条
件
は
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
外
塁
線
の
存
在
を
全
く
否
定

す
る
の
で
は
な
く
て
、
推
論
可
能
の
条
件
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

『
軍
防
令
』
規
定
の
「
於
城
壁
内
安
置
」
と
い
う
こ
と
は
、
城
柵
構
内
の
こ
と
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
、
そ
う
で
あ
る
と
す
れ

ば
、
多
く
の
人
口
を
収
容
し
え
な
い
。
例
え
ば
、
徳
丹
城
調
査
の
結
果
の
推
論
に
よ
れ
ば
、
方
三
町
内
の
城
稲
内
部
は
五
百
数
十
人
の
居

住
適
当
面
積
で
あ
る
(
思
と
い
う
。
あ
る
い
は
、

城
壁
内
と
い
う
の
は
い
わ
ゆ
る
城
柵
を
中
核
と
し
た
生
活
圏
を
意
味
す
る
の
か
。

も
し

そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
生
活
圏
の
縁
辺
部
に
外
塁
線
が
あ
っ
た
と
し
て
も
別
に
不
思
議
で
は
な
い
。

そ
こ
で
筆
者
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
そ
の
外
塁
線
の
遺
構
を
地
押
図
か
ら
検
出
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
遺
構
の
部
分
を
地
元

住
民
の
古
老
に
よ
れ
ば
、
現
在
は
開
国
さ
れ
て
そ
の
遺
構
は
消
滅
し
て
い
る
が
、

か
つ
て
は
空
堀
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る

av
ま
た
、

田
尻
町
沼
部
の
北
縁
辺
部
に
は
「
空
堀
」
と
い
う
俗
称
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

要
す
る
に
、
か
か
る
諸
条
件
を
総
合
し
て
、
萱
刈
川
右
岸
の
丘
陵
北
藤
に
新
田
柵
外
塁
線
が
存
在
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
こ
こ
に
若
干

の
問
題
が
生
ず
る
。

ま
ず
、

田
尻
町
沼
部
木
戸
瓦
窯
跡
か
ら
発
見
さ
れ
た
「
仲
村
郷
」
銘
刻
瓦
の
「
丈
部
砦
人
」
配
下
の
集
落
が
、
今
の
瀬
峯
町
中
村
付
近



に
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
新
田
柵
外
塁
線
の
外
側
に
あ
っ
た
こ
と
に
な
り
、
城
柵
守
備
上
番
に
は
不
便
で
あ
り
、
ま
た
守
備
担
当
者
集
落
が

守
備
伝
一
塁
の
外
側
に
あ
る
こ
と
は
、
守
備
形
態
か
ら
み
て
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
新
田
柵
外
塁
線
に
沿
っ
て
、
現
在
の
栗
原
郡
と
遠
田
郡
の
郡
界
線
が
通
ず
る

a〉
が
、
こ
の
外
塁
線
を
も
っ
て
、
古
代
の
新
田
郡

と
遠
田
郡
の
郡
界
の
一
部
を
構
成
し
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
も
し
、
そ
の
よ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
新
田
郡
と
新
田
柵
と
の
関
係

に
つ
い
て
説
明
が
出
来
な
い
。
な
お
、
前
述
の
よ
う
に
、
新
田
柵
擬
定
地
の
田
尻
町
字
小
松
・
八
幡
ま
で
が
古
代
の
新
田
郡
の
範
囲
で
あ

る
と
す
れ
ば
、
郡
内
の
萱
刈
付
近
に
何
故
、
外
塁
線
を
設
け
た
の
か
疑
問
で
あ
る
。
そ
れ
と
も
、
新
田
柵
外
塁
線
と
推
定
さ
れ
て
い
る
壁
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塁
線
は
古
代
よ
り
も
後
世
に
何
ら
か
の
目
的
で
建
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
疑
問
を
少
し
で
も
解
く
た
め
に
さ
ら
に
説
明
を
加
え
る
と
、
七
一
五
(
霊
亀
元
)
年
五
月
に
は
、
関
東
六
国
の
富
民
千
戸
が
陸
奥

に
移
配
さ
れ
て
い
る
岳
三
こ
の
大
規
模
な
移
民
は
建
郡
の
基
礎
と
な
っ
た
と
理
解
し
う
る
が
、

そ
の
配
置
地
域
は
、

当
時
ま
だ
郡
制
が

施
行
さ
れ
て
い
な
い
多
賀
城
以
北
で
あ
っ
た
と

av思
う
。

そ
の
際
、

均
質
の
郡
を
十
郡
程
度
建
都
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
も
い
わ
れ

る

ay
し
か
し
、
霊
亀
以
降
、

養
老
・
神
亀
の
時
期
に
は
鎮
所
の
数
も
複
数
で
あ
っ
て
、

広
く
山
海
両
道
に
亘
っ
て
設
置
さ
れ
て
い
た

と
推
測
さ
れ
る
岳
)
O

佐
々
木
茂
禎
に
よ
る
と
、
陸
奥
鎮
所
と
い
う
の
は
、

恐
ら
く
そ
の
時
期
の
段
階
で
は
城
柵
を
総
称
し
て
の
表
現
で

あ

っ

た

と

い

う

岳

)

。

天

平

の

五

柵

と

関

連

が

あ

っ

た

と

推

考

し

う

じ
よ
う

る
。
陸
奥
鎮
所
と
合
わ
せ
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
度
々
説
述
し
て
い
る
よ
う
に
多
賀
城
を
中
心
と
す
る
中
新
田
町
城
生
1
田

そ
の
鎮
所
が
何
処
に
設
置
さ
れ
て
い
た
の
か
は
明
確
で
は
な
い
が
、

尻
町
八
幡
|
鳴
瀬
町
野
蒜
を
結
ぶ
線
が
多
賀
城
式
瓦
の
分
布
北
限
に
当
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
時
点
で
は
、
そ
の
北
限
に
当
る
縁
辺
に

盤
塁
線
を
設
け
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
木
戸
瓦
窯
跡
か
ら
発
見
さ
れ
た
「
仲
村
郷
」
銘
刻
瓦
の
仲
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村
郷
の
「
丈
部
皆
人
」
配
下
の
集
落
は
、
田
尻
町
字
小
松
・
八
幡
付
近
に
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
銘
刻
瓦
を
出
土
し
た
田
尻



5 

こ
の
付
近
ま
で
新
田
郡
仲
村
郷
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
丈
部
曹
人
配
下
の
集
落
が
外
塁
線
内
側
に
あ
る
こ
と
に
な

り
、
考
え
方
の
筋
道
が
通
る
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
も
う
一
つ
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
'
そ
の
時
期
に
、
国
家
の
守
護
結
界
の
信
仰
が
辺
境
に
存
在
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

す
で
に
国
府
自
体
の
守
護
に
つ
い
て
は
、
安
芸
国
府
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
国
府
の
四
至
に
守
護
神
を
勧
請
し
た
と
推
察
さ
れ
う
る
遺
構

が
あ
る

a〉O
陸
奥
辺
境
の
守
護
結
界
に
つ
い
て
は
、
平
安
時
代
に
入
っ
て
か
ら
、
多
賀
城
北
部
の
泉
市
堂
庭
と
鳴
瀬
町
野
蒜
を
結
ぶ
線
、

そ
の
後
、

伊
治
城
の
外
塁
線
に
あ
っ
た
と
推
論
さ
れ
て
い
る
ハ
む
が
、

筆
者
は
天
平
初
頭
に
は
新
田
柵
外
塁
線
が
そ
の
結
界
線
で
は
な
か

っ
た
か
と
想
像
す
る
。

そ
う
す
る
と
、
新
田
柵
の
外
塁
線
が
軍
事
的
機
能
の
た
め
に
の
み
造
営
さ
れ
た
の
で
は
な
く
て
、
守
護
結
界
線
と
し
て
設
け
ら
れ
た
と

も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
外
塁
線
が
田
尻
町
北
部
丘
陵
の
北
縁
で
、

し
か
も
そ
の
北
側
に
萱
刈
川
を
臨
む
線
上
に
造
成
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
は
防
禦
上
有
利
で
あ
る
と
い
う
面
と
、
城
柵
と
中
核
と
す
る
生
活
圏
内
の
災
厄
を
結
界
外
に
放
出
し
流
し
去
る
と
い
う
面
を
も
考
慮
し

て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、

か
か
る
地
形
的
条
件
に
よ
り
、
後
世
に
郡
界
と
し
て
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
栗
原
と
遠
回
の
郡
界
線
を
形
成
し
た
の
で
あ

ろ
う
か
。

拙
い
一
文
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
春
め
で
た
く
東
京
教
育
大
学
を
定
年
退
官
さ
れ
た
浅
香
幸
雄
教
授
に
捧
げ
、
永
年
の
歴
史
地
理
学

に
つ
い
て
の
御
教
導
を
深
謝
し
、
併
せ
て
、
教
授
の
今
後
の
御
健
康
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
四
九
年
八
月
三

O
日
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狭
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仙
台
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仙
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二
郎
・
足
利
健
亮
・
桑
原
公
徳
ご
九
六
一
一
一
)

理
一
五
巻
三
号
一
八
頁

(
m
m
)

続
日
本
紀
天
平
九
年
四
月
一
回
目
前
掲
(
却
)
一
四
一
ニ
ー
ー
一
四
四
頁

(
却
)
続
日
本
紀
天
平
九
年
一
月
一
一
一
一
目
前
掲
(
却
)
一
四
二
頁

(
幻
)
前
掲
(
却
)
一
四
四
頁

(
担
)
佐
々
木
茂
禎
ご
九
七
一
二
)
多
賀
城
と
玉
造
等
諸
柵
国
史
談
話
会
雑
誌

(
お
)
前
掲
(
位
)
一

O
l
一
一
頁

(
鈍
)
岡
田
茂
弘
二
九
七

O
)
多
賀
城
の
調
査
月
刊
文
化
財
八
三
号
前
掲
(
m
M
)

一
O
頁

(
お
)
佐
々
木
茂
禎
ご
九
七
一
)
宮
城
県
古
川
市
伏
見
廃
寺
跡
考
古
学
雑
誌
五
六
巻
三
号
一
一
一
一
一
l
l
六
O
頁

佐
々
木
茂
禎
ご
九
七
二
宮
城
県
古
川
市
伏
見
廃
寺
跡
出
土
の
古
瓦
歴
史
考
古
一
九
・
ニ

O
合
併
号

(
部
)
伊
東
信
雄
ご
九
六
六
)
菜
切
谷
廃
寺
跡
宮
城
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
二
輯

(
幻
)
森
郁
夫
こ
九
七
三
)
奈
良
時
代
の
文
字
瓦
日
本
史
研
究
一
三
六
号
四
三
|
四
四
頁

(
却
)
前
掲

(
4
)

一
一
一
六
頁

伊
東
信
雄
ご
九
七

O)
出
土
瓦
の
考
察
宮
城
県
教
育
委
員
会
・
多
賀
城
町
編
(
一
九
七

O
)
多
賀
城
跡
調
査
報
告
I
1
1
多
賀
城
廃
寺

跡
吉
川
弘
文
館
九
六
支

(
却
)
前
掲
(
臼
)
六
一
三
ハ
・
六
三
七
頁

(
却
)
。
一
八
八
九
(
明
治
二
一
一
)
年
四
月
一
日
藤
沢
村
と
大
里
村
が
合
併
し
て
藤
里
村
と
な
り
、
一
九
五
一
(
昭
和
二
六
)
年
四
月
一
日
に
町
制
施

行
し
、
同
年
四
月
二
臼
に
町
名
変
更
し
て
瀬
峯
町
と
な
る
。

(
4
)
前
掲

(
8
)

四
九
五
頁

(
位
)
伊
東
信
雄
(
一
九
七

O
)
出
土
瓦
の
考
察
前
掲
(
詔
)
九
五
|
九
六
頁

(
m
M
)

郷
の
構
成
は
七
一
五
(
霊
亀
元
)
年
か
ら
七
三
九
(
天
平
一
一
)
年
末
と
い
わ
れ
る
。
秋
本
吉
郎
校
注
(
一
九
五
八
)
風
土
記
岩
波
書
広

九
五
頁
里
は
七
一
五
(
零
一
亀
元
)
年
に
郷
と
改
称
さ
れ
、
郷
の
下
に
、
さ
ら
に
里
が
設
け
ら
れ
た
。
そ
れ
が
施
行
後
二
五
年
に
し
て
、
天
平
年
聞
に
廃

古
代
東
北
の
地
域
中
心
に
関
す
る
若
干
の
歴
史
地
理
学
的
調
査
と
問
題
点

人
文
地

豊
田
・
石
井
両
先
生
退
官
記
念
号

/¥ 
頁

一一一
l
l
一
五
頁

55 
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止
さ
れ
、
郷
だ
け
が
残
っ
た
。
和
歌
森
太
郎
(
一
九
五
七
)
日
本
歴
史
弘
文
堂
四
六
|
四
七
頁

そ
れ
に
対
し
て
、
曽
我
部
静
雄
は
郷
里
制
の
制
定
を
和
銅
前
半
に
推
定
し
て
い
る
。
曽
我
部
静
雄
(
一
九
六
二
古
代
に
村
と
神
社
と
の
関
係

日
本
歴
史
一
六
二
号
五
頁
、
曽
我
部
静
雄
(
一
九
五

O
)
我
が
律
令
時
代
の
里
と
郷
と
に
つ
い
て
史
林
一
二
三
巻
五
号

(
必
)
エ
藤
雅
樹
(
一
九
六
二
)
古
式
重
弁
蓮
花
文
鐙
瓦
の
製
作
年
代
に
つ
い
て
東
北
考
古
学
三
号

(
必
)
田
尻
町
沼
部
の
木
戸
は
、
現
在
の
遠
田
郡
内
に
あ
る
が
、
古
代
に
お
い
て
も
遠
田
郡
に
所
属
し
て
い
た
と
い
う
証
拠
は
な
い
。
『
倭
名
類
衆
抄
』

に
よ
る
と
、
清
水
郷
と
余
部
郷
の
二
郷
か
ら
な
る
。
遠
田
郡
の
中
心
は
今
の
小
牟
田
町
高
域
付
近
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
沼
部
付
近
は
他

郡
に
属
し
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。
前
掲
(
M
M
)

(
必
)
大
概
文
彦
(
一
九
O
二
)
陸
奥
国
遠
田
郡
小
田
郡
沿
革
考
復
軒
雑
纂
一
一
一

'thi--O頁

(
訂
)
続
日
本
紀
霊
亀
元
年
一

O
月
二
九
日
前
掲
(
却
)
六
四
頁

(
川
町
)
前
掲

(
8
)

五
二
三
頁

服
部
昌
之
こ
九
六
一
ニ
)
東
北
地
方
に
お
け
る
郡
の
成
立
史
林
四
六
巻
二
号
一
四
三
頁

(
組
)
野
村
忠
夫
(
一
九
六
七
)
律
令
官
人
制
の
研
究
吉
川
弘
文
館
三
八
三
|
一
-
一
八
五
頁

(
印
)
前
掲

(
8
)

五
O
五
頁

高
橋
富
雄
(
一
九
五
三
)
古
代
に
お
け
る
陸
奥
国
文
化
一
七
巻
三
号
東
北
地
方
の
諸
問
題
二
六
六
頁

村
尾
次
郎
こ
九
六
一
)
律
令
財
政
史
の
研
究
吉
川
弘
文
館
五
五
五
|
五
五
七
頁

(
日
)
続
日
本
紀
天
平
二
年
正
月
二
六
日
前
掲
(
却
)
二
二
頁

陵
奥
国
言
。
部
下
回
夷
村
蝦
夷
等
。
永
俊
ニ
賊
心
」
既
従
ニ
教
喰
4

請
建
エ
郡
家
子
由
美
村
A

同
為
=
百
姓
-
者
。
許
v
之

(
臼
)
続
日
本
紀
延
暦
八
年
八
月
三

O
日
の
条
(
前
掲
(
幻
)
五
三
九
頁
)
に
は
、
「
兼
給
ユ
復
二
年
↓
其
牡
鹿
・
小
田
・
新
田
・
長
岡
・
士
山
太
・
玉

造
・
富
田
・
色
麻
・
賀
美
・
黒
川
等
一
十
箇
郡
。
与
v
賊
接
v
居
。
」
と
あ
り
、
遠
田
郡
は
列
挙
さ
れ
て
い
な
い
。
遠
回
建
郡
の
上
限
を
示
す
の
が
、

天
平
二
年
(
前
掲
(
日
)
)
の
条
で
あ
る
。

(
回
)
前
掲

(m)
一
四
三
頁

(
臼
)
伊
東
信
雄
二
九
五
七
)
国
郡
の
設
置
宮
城
県
史
編
纂
委
員
会
こ
九
五
七
)
宮
城
県
史

1

古
代
・
中
世
史
宮
城
県
発
行
一

O

二
頁
「
耳
取
」
の
字
名
が
あ
る
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
丹
取
郡
は
加
美
郡
の
北
方
、
い
ま
の
玉
造
郡
付
近
に
置
か
れ
た
郡
と
す
る
可
能
性
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を
考
え
て
い
る
こ
と
を
説
述
し
て
い
る
。

陸
軍
参
謀
本
部
陸
地
測
量
部
(
一
九
二
五
)

地
名
が
あ
る
。

「
耳
取
」
の
地
名
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
早
く
か
ら
考
察
さ
れ
て
い
る
。

村
山
貞
之
助
こ
九
六
四
)
中
新
田
町
史
中
新
田
町
発
行
六
五
九
頁

佐
々
木
忠
雄
ご
九
六
八
)
郡
の
設
置
古
川
市
史
編
纂
委
員
会
(
一
九
六
八
)
古
川
市
史
上
巻
古
川
市
発
行
一
五
二
ー
i
一
五
三
頁

(
回
)
続
日
本
紀
神
亀
五
年
四
月
一
一
日
前
掲
(
初
)
一
一
一
一
頁
「
請
下
新
置
エ
白
河
軍
団
↓
又
改
エ
丹
取
軍
団
-
為
中
玉
作
軍
団
へ
」
と
あ
り
、
丹

取
軍
団
が
玉
造
軍
団
に
改
称
さ
れ
て
い
る
。
恐
ら
く
玉
造
郡
の
成
立
に
関
係
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

(
回
)
黒
川
以
北
十
一
郡
続
日
本
紀
天
平
一
四
年
正
月
一
一
三
日
前
掲
(
却
)
二
ハ
七
頁

黒
川
賀
美
一
十
郡
続
日
本
紀
神
護
景
雲
四
年
(
宝
亀
元
年
)
四
月
一
日
前
掲
(
辺
)
三
七
五
頁

続
日
本
紀
延
暦
八
年
八
月
三
一

O
日
前
掲
(
担
)
五
三
九
頁

続
日
本
紀
天
平
九
年
四
月
一
回
目
前
掲
(
却
)
一
四
四
頁

従
ユ
賀
美
郡
一
至
エ
出
羽
国
最
上
郡
玉
野
八
十
里
↓

続
日
本
紀
神
護
景
雲
三
年
三
月
一
一
ニ
目
前
掲

(n)
一
二
六
二
頁

高
橋
富
雄
こ
九
六
三
)
蝦
夷
前
掲
書
二
七
四
頁

前
掲
(
印
)
二
七
五
頁

前
掲
(
回
)
二
七
三
l
二
八
六
頁

高
橋
富
雄
二
九
七
四
)
古
代
蝦
夷
ー
ー
そ
の
社
会
構
造
学
生
社
七
六
l
一
O
九
頁

前
掲

(
4
)

一一一一一一
l
l
一
二
四
頁

村
山
貞
之
助
(
一
九
六
回
)
色
麻
柵
に
つ
い
て
村
山
貞
之
助
ご
九
六
回
)
編
中
新
田
町
史
中
新
田
町
発
行
六
六
四
1

六
六
九
頁

村
山
貞
之
助
こ
九
三
一
)
色
麻
柵
に
つ
い
て
(
上
)
(
下
)
仙
台
郷
土
研
究
昭
和
六
年
九
月
号

l
一
O
月
号
一

l
一
O
、一

i
一
O
頁

秋
山
元
秀
(
一
九
七
二
)
陸
奥
の
奥
郡
史
林
五
五
巻
四
号
一
一
七
l
一
一
九
頁

前
掲

(
4
)

一
一
一
四
頁

一
九

O
一
年
測
図
五
万
分
の
一
地
形
図

古
川
図
幅

玉
造
郡
東
大
崎
村
に
「
耳
取
」
と
い
う

(
町
)

(
回
)

(
回
)

(
印
)

(
創
)

(
臼
)

(
臼
)
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伊
東
信
雄
(
一
九
五
七
)
大
野
東
人
の
陸
奥
経
営
前
掲
書
一
一
一
一

l
一
一
一
一
一
頁

村
山
貞
之
助
ご
九
六
回
)
玉
速
柵
祉
に
つ
い
て
村
山
貞
之
助
二
九
六
回
)
編
中
新
田
史
前
掲
書

原
秀
四
郎
(
一
九

O
八
)
玉
造
寒
証
に
就
き
て
史
学
雑
誌
一
九
編
八
号
八

O
三
l
八
一
-
一
一
頁

右
の
諸
文
献
に
よ
る
と
玉
造
柵
は
宮
城
県
加
美
郡
中
新
田
町
字
域
生
に
擬
定
し
て
い
る
が
、
最
近
の
発
堀
調
査
に
よ
り
、
宮
城
県
古
川
市
東
大

崎
名
生
遺
跡
に
比
定
す
る
考
え
も
あ
る
。
前
掲
(
お
)

(
出
)
高
橋
富
雄
こ
九
七
一
)
爆
の
制
度
と
そ
の
実
態
東
北
学
院
大
学
東
北
文
化
研
究
所
紀
要
三
号
二
二
頁

『
軍
防
令
』
に
一
一
項
目
に
亘
っ
て
蜂
の
規
定
が
あ
る
が
。
燥
に
は
官
街
風
の
施
設
は
な
い
の
で
、
そ
の
遺
跡
の
検
出
は
容
易
な
こ
と
で
は
な

い
。
一
七
頁

高
橋
富
雄
三
九
七
四
)
古
代
の
燦
と
そ
の
遺
跡
伊
東
信
雄
教
授
還
暦
記
念
会
編
(
一
九
七
四
)
日
本
考
古
学
・
古
代
史
論
集
吉
川
弘
文
館

二
五
三
|
二
七
七
頁

(
伍

)
A

高
橋
富
雄
ご
九
六
二
)
古
代
辺
境
村
落
試
論
l
い
わ
ゆ
る
「
室
村
」
の
実
態
と
問
題
点
東
北
大
学
教
養
部
文
科
紀
要
一

O
集

一

O

八
ー
一
一
九
頁

(前

)
B

続
日
本
紀
・
宝
亀
一
一
年
五
月
一
六
日
前
掲
(
辺
)
四
六
一
一
貝

な
お
、
伊
治
城
に
つ
い
て
は
、
大
槻
文
彦
(
一
九

O
ご
陸
奥
国
伊
治
域
塩
考
史
学
雑
誌
一
二
編
五
号
五
四
四
|
五
五
五
頁
が
あ
る
。

参
考
に
し
た
の
で
、
こ
こ
に
記
し
て
お
く
。

(
侃
)
日
本
後
紀
延
暦
一
五
年
九
月
一
日
前
掲
(
日
)
四
頁

勅
。
遷
都
以
来
。
千
ν
今
三
年
。
牡
山
蜂
火
。
無
v
所
-
一
相
当
4

非
常
之
備
。
不
v
可
ニ
斬
定
腕
↓
宜
下
山
城
河
内
両
国
。
相
北
ハ
量
計
定
便
処
-
置
中
彼

蜂
燈
ム
。

(
町
)
秋
本
吉
郎
校
注
(
一
九
五
八
)
風
土
記
前
掲
書
意
宇
都
暑
垣
山
蜂
一
一
六
|
一
一
七
頁
、
嶋
根
郡
布
自
狽
美
高
山
蜂
一
一
一
一
一
一
|
一
三

三
頁
、
出
雲
郡
馬
見
燦
・
多
夫
志
燥
、
神
門
郡
土
椋
蜂
二
五
二
1
1
二
五
三
頁

武
田
祐
吉
編
ご
九
三
九
)
風
土
記
岩
波
書
庖
一
七
三
頁

渡
辺
久
雄
(
一
九
七

O
)
忘
れ
ら
れ
た
日
本
史
|
歴
史
と
地
理
の
谷
間
創
元
社
一
五
一
|
一
五
五
頁

国
史
大
系
編
修
会
続
(
一
九
五
九
)
日
，
本
三
代
美
録
後
篇
吉
川
弘
文
館
六
三
二
1
1
六
三
三
頁
仁
和
三
年
五
月
二

O
日

六
五
七
|
六
六
四
頁

(
回
)
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最
上
郡
地
在
ニ
国
南
辺
↓
山
有
而
隔
。
自
v
河
而
通
。
(
中
略
)
況
復
秋
悶
雄
勝
域
。
相
去
己
透
。
蜂
侯
不
v
接。

国
史
大
系
編
集
会
編
(
一
九
六
八
)
令
義
解
吉
川
弘
文
館
二

O
一1

ニ
O
三
頁

国
史
大
系
編
修
会
編
(
一
九
五
九
)
類
衆
三
代
格
後
篇
吉
川
弘
文
館
五
六
六

i
五
六
七
頁

延
暦
一
八
年
四
月
一
一
ニ
日
太
政
官
符
「
応
ν
停
副
廃
蜂
侯
-
事
」

貞
観
一
二
年
二
月
一
一
一
二
日
太
政
官
符
「
応
v
試
エ
調
蜂
燈
-
事
」

寛
平
六
年
九
月
一
九
日
太
政
官
符
応
「
応
ニ
出
雲
隠
岐
国
依
v
旧
置
ニ
燦
陣
地
-
事
」

続
日
本
紀
和
銅
五
年
正
月
一
一
一
二
目
前
掲
(
却
)
四
七
頁

河
内
国
高
安
燦
。
始
置
ニ
高
見
燦
4

及
大
倭
国
国
春
日
燦
↓
以
遠
ニ
平
城
-
也
。

天
智
天
皇
三
年
に
対
馬
嶋
と
筑
紫
国
等
に
防
(
人
)
と
蜂
を
置
く
(
坂
本
太
郎
・
家
永
三
郎
・
井
上
光
貞
・
大
野
晋
校
注
目
一
九
六
七
H
日
本

書

紀

下

岩

波

書

広

三

六

二

i
三
六
三
頁
)
。

(η)
辺
境
村
落
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
多
く
の
論
説
が
あ
る
。

村
尾
次
郎
こ
九
五
六
)
所
謂
「
陸
奥
国
戸
籍
」
に
現
は
れ
た
辺
地
村
落
の
状
態
芸
林
七
巻
二
号
二
ハ
l
四
一
頁

虎
尾
俊
哉
こ
九
五
五
)
所
謂
「
陸
奥
国
戸
籍
」
に
つ
い
て
歴
史
九
輯
一
九
|
二
八
頁

虎
尾
俊
哉
(
一
九
六
六
)
再
び
所
謂
「
陸
奥
国
戸
籍
」
に
つ
い
て
歴
史
一
一
一
一
輯
一
|
一
五
頁

な
お
、
桃
生
城
の
外
塁
線
に
つ
い
て
は
、
文
化
財
保
護
委
員
会
編
ご
九
六
六
)
全
国
遺
跡
地
図
(
宮
城
県
)
文
化
財
保
護
委
員
会
発
行
一
三

図
遺
跡
番
号
一
二
七

O
に
外
塁
線
遺
構
の
存
在
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

伊
治
城
東
方
の
土
塁
伝
承
に
つ
い
て
は
、
志
波
姫
村
字
堀
口
か
ら
八
樟
・
沼
崎
ま
で
約
二

O
O
O間
に
達
す
る
整
濠
・
堤
防
が
残
存
し
て
い
る

と
い
う
。
志
波
姫
教
育
会
こ
九
三

O
)
郷
土
読
本
志
波
姫
村
教
育
会
発
行
二
八
頁
。

(
刀
)
川
俣
馨
一
一
編
(
一
九
二
八
)
新
校
群
書
類
従
第
二
ハ
巻
一
九
頁
陸
奥
話
記
康
平
五
年
七
月
二
六
日

(
問
)
宮
城
県
多
賀
城
跡
調
査
研
究
所
編
(
一
九
七
一
)
多
賀
城
跡
|
昭
和
必
年
度
発
堀
調
査
概
報
宮
城
県
多
賀
城
跡
調
査
研
究
所
年
報
一
九
七

O

宮
城
県
文
化
財
保
護
協
会
四
一
頁

(
お
)
斎
藤
忠
・
田
中
喜
多
美
・
板
橋
源
こ
九
五
七
)
胆
沢
城
跡
調
査
報
告
文
化
財
調
査
報
告
第
四
集
岩
手
県
教
育
委
員
会

板
橋
源
・
田
中
喜
多
美
(
一
九
五
九
)
胆
沢
城
跡
第
二
報
文
化
財
調
査
報
告
第
六
集
岩
手
県
教
育
委
員
会

(
的
)

(
叩
)

(
紅
)
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鎮
守
府
胆
沢
城
跡

l
緊
急
調
査
概
報
水
沢
市
教
育
委
員
会

陸
奥
国
徳
丹
城
|
岩
手
県
紫
波
郡
矢
巾
町
所
在
岩
手
県
文
化
財

板
橋
源
・
佐
々
木
博
康
こ
九
七
三
)

(
初
)
板
橋
源
・
佐
々
木
博
康
(
一
九
七
二
)

愛
護
協
会
七
九
頁

(
打
)
工
藤
雅
樹
(
一
九
七
三
)
東
北
古
代
史
と
城
柵

(
河
)
前
掲
(
的
)
二

O
O頁

(
m
m
)

仁
井
田
陸
(
一
九
一
一
一
一
ニ
)
唐
令
拾
遺
東
方
文
化
学
院
東
京
研
究
所

軍
防
令
六
一

l
六
五
条
に
相
当
す
る
唐
令
は
な
い
。

(
印
)
前
掲
(
河
)
一
二
四
|
一
三
五
頁

(
別
)
前
掲

(
5
)

一
九
七
一
年
八
月
一
一
日
付
渡
辺
博
規
氏
の
私
信
に
よ
る
。

筆
者
が
一
九
七
一
年
八
月
に
踏
査
し
た
時
に
は
、
遠
田
郡
田
尻
町
沼
部
大
坊
浦
北
部
丘
陵
の
北
側
の
萱
刈

川
右
岸
地
帯
は
関
目
さ
れ
て
い
た
の
で
、
土
塁
や
陸
の
遺
構
は
な
か
っ
た
が
、
村
人
の
話
を
総
合
す
る
と
第

四
図
の
よ
う
な
形
態
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
そ
の
遺
構
は
、
田
尻
町
沼
部
字
袋
沢
・
八
郎
沢
・
上

荒
田
沢
・
一
本
杉
沢
の
北
端
部
に
あ
っ
た
ら
し
い
。

(
幻
)
建
設
省
国
土
地
理
院
(
一
九
六
一
一
)
一
九
五
九
年
修
正
測
量
五
万
分
の
一
地
形
図
桶
谷
図
幅
参
照

(
部
)
続
日
本
紀
霊
亀
元
年
五
月
三

O
目
前
掲
(
加
)
六

O
頁

移
三
相
模
・
上
総
・
常
陸
・
上
野
・
武
蔵
・
下
野
六
国
富
民
千
戸
一
配
ニ
陸
奥
-
走
。

(
刷
出
)
伊
東
信
雄
(
一
九
七

O
)
伽
藍
の
創
建
年
代
多
賀
城
跡
調
査
報
告
I

多
賀
城
廃
寺
跡
前
掲
書

(
白
山
)
前
掲
(
泣
)
七
頁

(
部
)
小
林
利
宣
ご
九
五
八
)
安
芸
国
府
の
研
究
芸
備
地
方
史
研
究
二
四
号
一
|
六
頁

(
U
)

加
藤
孝
こ
九
七
一
)
陸
英
国
府
守
護
結
界
考
東
北
学
院
大
学
論
集
歴
史
学
地
理
学

四
五
頁

前
掲
論
文

二
九
|
一
二
一
頁

前
掲
(
幻
)

八
七
|
三
八
八
頁

日
本
養
老

号

一
O
一
|
一

O
ニ
頁

創
立
八
五
周
年
記
念
号

一
三
五
|
一 新田柵外塁線推定断面図第4図




